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インドの野菜供給の地理的パターン
―  産地市場と消費地市場における最近 10 年の変化 ―
荒木　一視＊
要旨：　主要野菜の州別生産量と，主要市場における入荷量の資料から，2000 年代以降のインドの全国的な野菜供
給システムの地理的パターンの変化の解明に取り組んだ。具体的にはインド国立園芸局の Annual Price and Arrival 
Report および Indian Horticulture Database を用い，タマネギ，ジャガイモ，トマト，キャベツ，カリフラワー，エ
ンドウ豆，ナス，オクラの主要 8 品目を取り上げた。その結果，野菜需給の拡大，産地の polarization，産地市場か
ら消費地市場への重心の移動の 3 点を指摘できる。特に需給の伸びは人口増加をはるかに上回り，インドの実質

































を吸収していることを評価した（荒木， 2009a， 2009b； 




















広島大学現代インド研究 ― 空間と社会　Vol.6: 15-26, 2016
Journal of Contemporary India Studies: Space and Society, Hiroshima University
研究ノート Research Note
Geographical patterns of vegetables supply in India:
Changes of markets in the production regions and the consumption 
regions during the last decade
ARAKI Hitoshi











































Horticulture Board，以下 NHB と略記。）の資料 Annual 








2014 年，その比較対象として 10 年をはさんだ 2004
年を対象年度と設定した。なお，市場の入荷量は当該







2003-04 年の生産量の一部と 2004-05 年の一部を含
むことになる。すなわち，市場入荷における 2004 年
1 ～ 3 月のデータには，前年度のラビ作の農産物が計
上される。このような資料の制約を踏まえた上で，本






　第 1 表は上記 Annal Price and Arrival Report および
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伸びは約 3.1 倍で，入荷量の 3.6 倍と同様に 3 倍を超
えている。同様にジャガイモの場合は生産量が約 1.5
倍で入荷量は約 1.7 倍，トマトが 2.3 倍と 2 倍，キャ
ベツが 1.6 倍と 1.8 倍，カリフラワーが 1.7 倍と 1.8










1,097.44 百万人から 2014 年には 1,259.70 百万人に増


























順位 年間入荷量合計 伸び率 卸売価格 生産量 伸び率
品目 2014 年 2004 年 2004 を 100
とした
2014 年 2004 年 2013-14 年 2003-04 年 2004 を 100
とした
1 タマネギ 3,592,901 988,091 363.3 1,437 600 19,401.7 6,267.6 309.6
2 ジャガイモ* 2,337,426 1,365,267 171.2 41,555.4 27,925.8 148.8
ジャガイモ・生鮮品 1,743,659 929,783 187.5 1,646 374
ジャガイモ・保存品 593,767 435,484 136.3 1,789 495
3 トマト* 1,108,537 543,667 203.9 18,735.9 8,125.6 230.6
トマト・HYV 813,581 467,682 174.0 1,435 611
トマト・在来種 294,956 75,985 388.2 1,409 477
4 キャベツ 409,216 232,158 176.3 836 357 9,039.2 5,594.6 161.6
5 トウガラシ 362,363 171,527 211.3 2,235 944
6 カリフラワー 355,530 195,264 182.1 1,225 661 8,573.3 4,940.2 173.5
7 ショウガ 326,322 149,099 218.9 5,644 2,913
8 ニンニク 276,900 147,956 187.2 4,454 1,665
9 エンドウ豆 215,784 127,697 169.0 2,531 1,045 3,868.6 1,901.2 203.5
10 ナス* 305,184 148,489 205.5 13,557.8 8,477.3 159.9
丸ナス 197,087 115,637 170.4 1,263 519
長ナス 108,097 32,852 329.0 1,047 627
11 オクラ 174,519 95,846 182.1 2,192 936 6,346.4 3,631.4 174.8
12 ニガウリ 110,478 69,383 159.2 2,172 873
第１表　主要野菜の主要市場への入荷量（トン）と全国生産量（千トン）
資料 :  インド国立園芸局：Annual Price and Arrival Report 及び Indian Horticulture Database 
注：順位は 2014 年の入荷量による。
　　 * 印の入荷量はそれぞれジャガイモ・生鮮品と保存品，トマト・HYV と在来種，丸ナスと長ナスの合計値
　　主要市場とはインド国立園芸局の Annual Price and Arrival Report に取り上げられる 33 市場を指す。
　　卸売価格は主要市場の年間入荷額合計と入荷量合計より求めた（Rs/Qtl）




















































注：主要州は Indian Horticulture Database により両年次の動向が把握できる 21 の州，主要市場は
Annual Price and Arrival Report に掲載される 33 市場である。 　　　　　　　　　　　
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第２図　州別主要野菜生産量の変化（2003 と 2013 年度　単位：千トン）
   資料：インド国立園芸局：Indian Horticulture Database　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　
注：州別生産量において，ジャガイモは 400 千トン以上，トマトは 300 千トン以上，オクラは 50 千トン以上，
エンドウ豆は 30 千トン以上，その他は 100 千トン以上を取り上げた。   　　　　　　　　　　　　　 




























資料：インド国立園芸局：Annual Price and Arrival Report
注：各品目上段が 2004 年，下段が 2014 年　　　　　　 
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資料：インド国立園芸局：Annual Price and Arrival Report
注：各品目上段が 2004 年，下段が 2014 年　　　　　　
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年までの 10 年間で 2 倍から 3 倍近い増加を見た（第




口の伸びは上記のように 1.2 倍ないしは 1.3 倍であ
り，人口増加とはパラレルな関係ではない。むしろ，
期間中（2004 ～ 2014 年）におよそ 2 倍になったイン











































られたもので，対義語は Producer-driven commodity 
chain（PDCC）である（荒木，2007）。一般に入荷量
の多い市場が，価格決定などで主導的な役割を果たす。
























gov.in から Online Facilities を選択することで多種の市場データ
にアクセスすることができる。（2015 年 10 月 15 日確認）
2 ）インドに限らずイモ類は低温貯蔵することで，糖度をあげ
たり出荷期間を長くすることが一般的である。
3 ）IMF World Economic Outlook Databases による。2014 年の
データは推計値。http://www.imf.org/external/data.htm（2015 年







6 ）ちなみに 2001 年センサスのバンガロールの人口は 5,701
千人，2011 年の人口は 8,499 千人である。同様にデリーは
12,877 千人から 16,315 千人，ムンバイは 16,434 千人から
18,414 千人，コルカタは 13,206 千人から 14,113 千人などで
あり，いずれにしても都市人口の伸びを大幅に上回る。
7 ）IMF World Economic Outlook Databases によると実質 GDP
が 2004 年に 50,834.33，2014 年に 106,322.73（単位：10 億
インドルピー），購買力平価 GDP が 2004 年に 2,902.27，



























荒木一視（2009 ｂ）：インド MP 州の 1 農村における農業的土
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　　This paper discusses the geographical pattern of India’s vegetable supply system using the data of state-wise 
vegetable production and the arrival data of the major vegetable wholesale markets in India.　 The major data sources 
used in the study were the “Annual Price and Arrival Report” and the “Indian Horticulture Database” published by the 
National Horticulture Board, Ministry of Agriculture, Government of India.　 The major commodities considered 
were onions, potatoes, tomatoes, cabbages, cauliflowers, peas, eggplants, and okra.　 The results describe (1) the 
expansion of vegetable supply and demand, (2) the polarization of vegetable production and (3) higher growth of 
markets in consuming regions compared to production regions.　 It was found that the growth of vegetable supplies 
outstripped the growth of population and was more in line with the growth rate of real gross domestic product (GDP).
　 The polarization phenomenon could be seen in both production and market patterns, and the higher growth of 
markets in consuming regions was particularly noteworthy.　 Explanation via the concept of BDCC (buyer driven 
commodity chain) in the commodity chain approaches can also have applicability to this phenomenon.
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